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仮屋浩子
ヨーロッパの多くの都市では， 19世紀後半は人口増加とともに都市整備
の動きが加速した時期であった。バルセロナも例外ではなかった。その都市
整備のなかで生まれてきたのが劇場である。劇場は，娯楽空間であると同時
に社交の場であり，現代のような多様で迅速なマスメディアが発達していな
かった当時は思想を伝達する媒体としての役割も果たした。 19世紀初頭，
バルセロナでは，公に存在した劇場はたったー施設であったが， 20世紀初
頭になると 60施設以上に増えている。とりわけ，増設が急速に進むのは 19
世紀末である。本稿では，アントニ・ラモンのいうところの， I都市空間に
潜在する市の可能性が演劇を求め，漬劇活動がその空間の可能性を実現させ
ようと貢献する」という説を念頭におきつつ1) 都市拡張の始まった 19世
紀後半以降から世紀転換期にかけて，どのように劇空間が変化し，それが当
時の社会や人々とどのような関連性にあったのかを考察する。
まず都市の拡張が始まる前までの，劇空間に関連する動向を振り返ったあ
と，二つの時期にわけで考察を試みる。一つ目は，都市拡張事業開始後から
バルセロナ万国博覧会の開催された 1888年ころまで，二つ目は 1888年以降
から世紀末・転換期あたりまでとしてみる。
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1.都市拡張以前の動向
1.1 永代所有財産の解披と市援の取り壊し
18世紀以降，繊維工業が発展したことにより人口増加が著しかったにも
かかわらず，市援が中世以降存在していたため，町は拡強を阻まれていた。
市壁内の土地の 20%を教会・修道会の所有が占めていたが. 1836年， 自由
主義政権のもと，永代所有財産の解放，つまり，教会や修道会の所有する土
地が国家によって没収され，売却が行われたのであった。所有地が競売にか
けられると，その跡地は主に繊維工場やホテル，住宅，広場や市場，そして
劇場に建て替えられていった。また，新興ブルジョアジーは，新たに整備さ
れた通りや広場に面した土地や建物を買い求めた九
こうして工場が新たに建ち並ぶと，労働を求めさらに多くの人口が市壁内
に流入するようになった。人口密度がヨーロッパの他の都市と比較しでも高
かったことに加え，労働者の住宅が密集する地区などは不衛生きまわりなかっ
た九このような悪い都市環境を改善するため，ょうやく 1854年，中央政
府から市壁取り壊しの許可がだされ，拡張計画が進められると. 1859年，
イルダフォンス・サルダーの拡張プランが承認される。
1. 2 19世紀半ば頃のバルセロナにお1る劇空間
バルセロナの中心部の目抜き通りであるランプラス通りは. 19世紀初頭
も同じような役割を果たしていたようだ。当時存在した劇場はプリンシパル
のみでペ外国から招璃された劇団による舞台作品やオペラなどが上演され
ていた。記録にはあまり残っていないが，個人邸宅の小部屋やアトリエでも
風俗喜劇などの小作品の上演が行われていた九 1836年の永代所有財産の解
放により，建設された劇場は， リセウ劇場 0847年一， 2，292人収容)，シル
ク・パルセロネス劇場 0853-1944年， 2，40人収容)，ウリンプ劇場 0849-
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1952年， 400-750人収容)，ウデオン劇場(1850-1887年， 800-1，000人収容)
などである O とのようにして，上演のための常設施設としての劇場が増える
と同時に，プロ，アマチュアとともに劇団の数も増えていった九
全てにおいてプリンシパル劇場以上のものを目指そうと，ランプラス通り
の耽足三位一体会修道院跡地に建てられたルネッサンス様式のリセウ大劇場
は，落成当時からその豪華絢澗さで人々を驚嘆させた。資本家層，上流階層
の人々の社交の場として冬にはオペラ，四旬ft~にはコンサート，バレエ，オ
ペレッタ，春になると再びオペラ，オペレッタを提供した。オペラ劇場の代
表格となったリセウは，由緒あるプリンシパル劇場(1，000-1，600人収容)
の競合となり，両者の競争心は劇場連常，興行内容のみならず，観客へも波
及し， リセウ派 Oiceistes) とプリンシパル派 (creuats)に二分化する現
象も生じさせたη。
シルク・パルセロネス劇場は， J馬蹄型で，サーカスや曲馬を目的に建てら
れた。ガス灯が照明として使われた。主に，サーカスや見世物，曲芸のショー
が催されたが，演劇作品やサルスエラも上演されるようになる。リセウ，プ
リンシパルに次いで， 3番目に重要な劇場であると考えられた。
ウデオン劇場の観客は主に労働者であった。日曜のみの興行で，アマチュ
ア劇団による公演や，その他合唱団のコンサートなどが行われた。ウリンプ
は， 18世紀の豪邸をリノベーションした一般庶民のための楕円形の劇場で，
当初は，プロの劇団の興行はなかった。 1870年以降，俳優が興行主になる
と，新しい作品の上演や，講演会などが行われるようになった。
また，後の劇場の前身ともいえる新しい公園の存在についても触れておこ
う。市壁の外にあったパセッチ・ダ・グラシアの周りにはウィーンやベルリ
ンといった都市にならい， 1840年以降，緑の多い公園が次々と造られていっ
た。ファブレガスによれば，このあたりは，投機家に目をつけられる 19世
紀末までは，バルセロナの肺であった8)。公閣は，社交ダンス，コンサート，
飲食，花火，曲馬などの娯楽や文化を提供する野外娯楽施設で，とりわけ夏
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季には，寓裕層である貴族やブルジョアジー，増加しつつあった中流層の社
交の場として機能した。
以上のように，市民の社交の場，娯楽の場としての劇場の数が少しずつで
はあるが増えてきたのがわかる。劇場は，演劇作品，オペラ，クラシック音
楽の鑑賞のほかに，サーカス，曲馬，曲芸，舞踏会，演説会などにも利用さ
れた。では，都市拡張事業に伴い都市空間と人々の娯楽の場はどのように変
化していったのであろうか。
2. 1860年頃から 1888年頃まで
2.1 都市拡張と社会的住み分け
都市拡張開発が実施された 19世紀後半以降からバルセロナ万国博覧会が
開催された 1888年頃は，繊維産業のほかに，冶金工業，電気，ガス，船会
社の創設，そして，アメリカ帰りのインディアーノと呼ばれた人たちの活躍
もあり，経済の冨益百が到来する剖。彼らのなかには，奴隷商に手を染め，
ここから得られる資金を元手にキューパでプランテーションを経営，故郷カ
クルーニャでも投資をして，自分たちの社会的地位の向上をはかった者も多
数いたへそして，建設ブームがおこると，職をもとめて市ヘの流入者が増
加した川。パセッチ・ダ・グラシア周辺には特権層が土地を買い出め，新市
街区に旧市街からブルジョアジーやホワイトカラーが移り住んで行くと，労
働者たちは旧市街の中のラパル地区，そして，近郊のサンツ村，グラシア村
に居を定めるようになるω。中世以来，市壁内には縦の社会的住み分けが存
在したがベ市壁の撤去，拡張事業がすすむにつれ，社会的な住み分けは
「水平的Jなものへと変化し，通りごとの階層化も生んでいった1~
2.2 1860年から 1888年までの劇空間
都市拡張によって，旧市街に存在したものに加え，新市街にあたるパセッ
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チ・ダ・グラシア，カタルーニャ広場，グランピア周辺にも劇場建設が進め
られるようになっていく。
都市の拡張開始以降，新市街区の土地開発の圧力によって面積が徐々に縮
小する一方であったノfセッチ・ダ・グラシアやグランビア周辺の公園のなか
には，夏の聞だけ野外劇場が仮設されたところもあった。上演されたのは軽
快な作品が多かったが，公園利用者が舞台芸術に触れる機会となったのも事
実である。夏季の野外劇場で上演される作品(オペレッタ，サルスエラ，舞
踏劇，ヴォードヴイ jレ)が好評を得ると，冬には，シルク・パルセロネス，
ウリンプ，ウデオン，ロメア劇場(1863年一)にで上演される可能性が高かっ
fこ。
パセッチ・ダ・グラシア周辺で，曲馬の奥行で知られていたのは，プラド・
カタラン劇場(1863-1882年)，カンプゼ、リシス劇場(1861-1876年)で，カ
タルーニャ広場に近いティボリ劇場(1862年ー)，ヌベタツ劇場 (1869-2006
年)やリリック劇場(1881-1900)は小ブルジョア層に好まれた。ヌベタツ
については次の項で詳しく触れるが， リリックとティボリの当時の傾向を記
しておこう。リセウの代替的な劇場であったリリックでは， ピゼーのカルメ
ンに始まり，フランス，イタリア，スペインの著名なオペラのレパートリー
やサルスエラが上演され，主に，教養層や進歩主義者に好まれた。ティボリ
は建物が貧相であったことからチケット料金も経済的であったため様々な階
層の人々が足を運ぶ劇場で， ピターラ(1839-1895)，エドゥアル・ビダル・
イ・ノ〈レンシアーノ(1838-1899)， クンラー・ロウラ(1841-1928)などの
作品が上演された。
グランピア周辺には，サルスエラ劇場(1868-1874年)，カルボ一ピコ劇
場(1888-1918年)がその頃建てられる(後者は 1893年，グランピア劇場
に改名)。主に，サルスエラ，オペレッタの上演施設であった。
旧市街でこの時期に創設されたのはロメア劇場であった。落成から数年後，
ピターラが奥行主となると， 1867年，カタルーニャ語のみでの演劇作品の
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上演は禁止されたにもかかわらず，カタルーニャ語で書かれた自身の作品上
演を押し切っていった】九その背景には，当時の工業化の流れで，社会が変
化していく中，カタルーニャ人としての自らのアイデンティティを主張しよ
うとしていた旧市街に住む職人層があった。カタルーニャ語演劇はスペイン
語演劇に劣ると，バルセロナ市民の大半に考えられていたにも関わらず， ピ
ターラの活動はカタルーニャ演劇の標準化に貢献し，徐々に，プリンシパル
や，シルク・パルセロネスなどでもカタルーニャ演劇の上演がされるきっか
けとなった回。
セルダーの計画には存在しなかったカタルーニャ広場は，市民の人気を博
した空間となり，バルセロナの心臓部になっていく O その周辺に建てられた
のは，サーカスや曲芸目的に建てられた円形劇場のシルコ・エクエストレ
(1879-1895年， 3，000人収容)，半円劇場で当初は様々なジャンルを提供し
たカタルーニャ(エル・ドラード)劇場(1884-1915年， 1，500人収容)で
あった。ティボリを模倣して造られたブエン・レティーロ(1876-1886年)，
ケベード(1876-1880年， 750人収容)では二流の歌手によるオペラや劇作
品が上演された。しかし，投機家たちの標的となったため，短命の劇場がほ
とんどであった。
また，これらの劇場では，階層ごとに席が決まっていた。よ流階級は平土
間やボックス席，それ以外の人々は皮肉にもパラディス(天閤)とよばれる
上階の席に座ったヘロメアの観客層は平土間とボックス席を陣取る職人層，
そして二階席を占めるのは労働者層であった1九
カタルーニャにおける文芸再生運動「ラナシェンサjと重なるこの時期，
演劇界では， ピターラの名で知られているスレーとアンジェル・ギマラー
(1845-1924)が活躍した。前者はカタルーニャ演劇の父として知られ，後者
は『低地j，~海と天空」をはじめとする名作の数々を残したω。
劇場やその周辺はお祭り騒ぎのような賑わいようであった。当時の市民の
生き生きとした姿を批評家イシヤールは次のように綴っている。
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……我々のバルセロナほど演劇が盛んな都市はなL、。 H ・H ・演劇シーズン
が他の都市で終わり，そこの観客が暑さに耐えられなくなると，自分た
ちの地で使命を終えた有名な劇団が首都(マドリード)から，時には外
闘からやってくる。……劇場が聞かれると音楽が，そして拍手がなり，
道路脇から爆竹がなると，大勢の人々がごった返していた。 (Elano 
pasado 1886)20) 
……夏のあいだ，バルセロナは巨大な劇場と化す。今日，万博が故にそ
の現象は濃まじい。実際のところ，存在するのは二つの階級のみ。興行
主と観客，俳優とご近所さん，スターとファン。 (Ela先opasado 1889)21) 
. (観客が)カタルーニャ広場， もしくはグラシア通りに近づいてく
ると，蒸気機関車のごとくオルガンがなり始め，ありとあらゆる鐘が鳴
り響弘太鼓は高鳴り，火砲が飛ばされる…日 (Ela先opαsado1889) 2) 
都市人口が増加しでも，階級による社会的住み分けは顕著であった。しか
し，誰もが観劇という娯楽を求めた。イシヤールの記述からわかるように，
この時期，数多くの劇場が建てられていたカタルーニャ広場やパセッチ・ダ・
グラシア周辺が市民の行き来する場の中心となっていたのは明らかである。
市民は，観劇のみでなく，開場間際のお祭り騒ぎも楽しんだのであろう。本
物のオペラ観劇は相当の緑済力のある者に限られていた。イシヤールは，自
分のような中産階級者であっても，資本家階級と同等の好みや教養を求めた
と言っている。リセウのオペラを聴きに行くことはできなったけれども，カ
タルーニャ広場にあったブエン・レティーロ劇場で， リセウと同じ演目を安
い価格で楽しんだのである叫。その一方で，職人層は自分たちのカタルーニャ
人としてのアイデンティティに目覚めはじめていた。彼らは旧市街にあるロ
メア劇場でカタルーニャ梧演劇を堪能したのだ。また，一般庶民は，地元の
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教会，文化，政治組織等に属することで，自分たちの知的・芸術的好奇心が
刺激され，それはアマチュア劇団誕生のきっかけともなった問。
市民の劇空間のマッピングを，ジャンルや演目により揺れがあったことも
鑑みると，白黒号をつけるように明らかにすることは難しい。しかし，旧市街
にあるプリンシパル， リセウやカタルーニャ広場から少し距離のあるリリッ
クは上流階級が常連客，カタルーニャ広場近辺の劇場，そしてロメア劇場は
庶民向けであったといえよう O
3.万博~世紀転換期
3.1 万博以降のバルセロナ
この時期のバルセロナは，政治的にも，文化的にも大きな転換期となり，
様々な変容を体験した。万国博覧会を機に，今日の景観に近い都市空聞が生
まれた。赤字で閉会となったものの，万国博覧会開催がバルセロナで実現さ
れたということは， r中j!t以来低迷にあえいできたカタルーニャが， 19世紀
の終わりになって完全に復活を遂げたこと」を意味し，それを支えたのは
「工業発展によって台頭してきた新興ブルジョアジーの経済力Jと労働者に
よる労働力であった。さらには， rバルセロナがカタルーニャ内での『都』
としてのヘゲモニーを確立したこと」も意味した紛。
しかし，その数年後，キューパでは独立戦争が再燃，フィリピンでも独立
運動がたかまると，植民地市場におけるカタルーニャの将来に不安がつのり，
ついに 1898年， r大災禍jと呼ばれた年を迎える。
1890年代になると，カタルーニャの自治を目指すカタルーニャ主義の政
治理念が定着してくる。その後， 1901年にはカタルーニャ主義勢力を結集
した政党リーガ(地方主義連盟LligaRegionalista)， 1914年にはカタルー
ニャ地方議会(マンクムニター)が創設するといった地方ナショナリズムが
台頭するようになる刷。
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また， 1897年の王令により，コルツ，グラシア，サンタンドレウ，サン
ジェルパジ，サンマルティ，サンツといったバルセロナ周辺の村が市に吸収
され，バルセロナ市の面積は合併前と比較すると 4倍増となったZ九
文芸的な動向では，ロマン主識を娘介に誕生したともいえる 19世紀半ば
のラナシェンサ，写実主義や自然主義ののち， 1890年代になると，近代主
義(ムダルニスマ)が台頭してくる。ヨーロッパのほかの都市に引けを取ら
ない文化を創ろうと，当時ヨーロッパで主流とな勺ていたデ、カダン主義，ラ
ファエル前派，象徴主義といった様々な趣向を取り入れようと試みる。ムダ
ルニスマを定義することは容易ではないが，ジュアン・フステーによれば，
カタルーニャにおいて，地方の伝統文化を，近代的でカタルーニャ主義的な
ものへ変容するプロセスであったと言えよう紛。
3.2 1888年から世紀転換期にかけての劇空間
拡張開発後，カタルーニャ広場，パセッチ・ダ・グラシア，グランビアに
建てられた幾つかの劇場や公園は，都市開発のため消えていったものもあっ
た。閉館，取り壊しへと追いやられていく運命にさらされたのは，主にカタ
ルーニャ広場のまわりに建てられた劇場ム豪華絢欄なリリック劇場であっ
た。すでにランプラス(旧市街)から新市街地区へ拡大していた劇空間は，
世紀末を境にようやく整備されはじめたパラレル通り沿いにも広がっていっ
た。ファブレガスは，都市開発に，庶民たちが余暇を過ごすのにパラレル通
りへと移っていった原因があるとしている紛。その一方で，ペラ・ガブリエ
ルは，周辺の村々を合併することにより生まれ出された新たな都市空間とし
て，つまり，巨大化した都市を統合するー装置としての，インフォーマルで
庶民的な空間(居酒展，カフムパール，劇場，ヴァリエテ〉としてパラレ
ルは出現したと主張している問。そこは，労働者をはじめとする下層階級や
アナーキストがたむろし，キャバレーやサーカス，パントマイム，フラメン
コ，ジャズなどを楽しむ空間であった。また， ドラッグや売春も蔓延ってい
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たため，堕落した地区として知識人からは軽蔑された。のちに，労働者階級
文化とバルセロナの庶民文化の統合地点として，様々な階層の人々が行き交
う商業や娯楽が集中するようになり，パリのモンマルトルに似た地区に変容
する問。
その一方で，上流階級が社交，娯楽ために行き交い，バルセロナ社会にお
ける富の象徴であったリセウは， 90年代以降，アナーキストの標的となる。
当初は，ほとんど被害はなかったものの，女性を伴い劇場入り口に罵車をつ
け，自分たちをJ忌み嫌う彼らの目に自らの姿をさらし，劇場内では四時間も
のあいだ愛想よく振る舞い，冗談をいったり，拍手をしたり，野次をとばし
たりするのは，相当勇気のいる行為であった，そして，いつ「驚くようなこ
と」が起きてもおかしくないと，ジュアン・マラガイはある友人への書簡で
述べている 3九だが， [""驚くようなこと」は現実となった。 1893年 1月7
日，オペラの上演最中に，アナーキストのサンティアゴ・サルパドーが劇場
内に投げた爆弾によって， 20人以上の死者を出したのだ。不安に陥った富
裕層の人々は，当分の間リセウ劇場には戻ろうとはしなかった。 l年後， リ
セウは再び開館となるものの，会場が埋まることはほとんどなかった。
パセッチ・ダ・グラシア沿いにあるヌベタツ劇場は 1869年に落成し，劇
作品や音楽劇などを提供してきたが， 1883年に地権者が変わったため，興
行活動の移転を余儀なくされた。 1884年に落成した新しい劇場(プラド・
カタラン公園の跡地)は市内でも最も大きな平土閣の一つを有し，シンプル
ながらも洗練された施設であった。カフェが併設されると，多くの市民が集
う場所となった。ロメア劇場の競合とも言われ，旧市街にも程近いこの劇場
は， 1890年から 5年間，劇作家ギマラーが創設した劇凶カタラーの拠点地
となる。のち，スペイン圏内の作品だけでなく，イプセンやメーテルリンク
の作品や，オペラ，サルスエラ，交響曲，室内音楽などの演奏がされる芸術
の場となり，市民の啓蒙に貢献した。 1902年にJrl上音二郎一座と貞奴が公
演したことでも知られているω。
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小ブルジョア層は，ヌベタツやプリンシパル，パラレル通沿いにあるアポ
ロやアルナウで上演されるスペイン語のサルスエラや「ヘネロ・チコJ(サ
ルスエラを含む小劇)，文豪ガルドス，ベナベンテの作品を好み，時にはカ
タルーニャ語劇奇鑑賞することもあった34)。
職人層で観客が固定化していたロメア劇場では，ピターラの死後， r低地」
(1897年〉をはじめとするギマラーのカタルーニャ語劇作品が頻繁に上演さ
れるようになる。だが，ギマラーの作品はユーゴーのロマン主義の影響が強
すぎたせいか，若い演劇人たちは別の新たな風をもたらそうと試みた。ムダ
ルニスマ演劇の誕生である。彼らは，別の劇場でイプセンやメーテルリンク
の劇作品を紹介するとともに， 自作品を上演した。イプセン作「幽霊」
0896年，ウリンプ劇場初演)， r人民の敵JI(1893年，ヌベタツ劇場初演)，
『人形の家JI(1893年，グランビア劇場初演)，イプセンの影響を受けたイグ
ナジ・イグレジアス(1871-1928)作「くびき (L'argolla) JI (1894年，グ
ランピア劇場初演)がバルセロナで，サンティアゴ・ルシニョール(1861-
1931)がシッジェスで催したムダルニスマ祭典では，メーテルリンクの「闇
入者JI(1893年)，カタルーニャ語オペラ「妖精 (Lαfada)JI (1897年)が
披露された。
先のロメア劇場では， 1899年に上演された「鬼火 (Focfollet) JI(イグナ
ジ・イグレジアス作〕をきっかけに，興行作品が上演される傍らで，サンチィ
アゴ・ルシニョール，ジュゼップ・ポウス・イ・パジエース(1873-1952)，
ジャウマ・ブロサ(1875-1919)，アドリア・グアル(1872-1943) といった
ムダルニスマ劇作家のカタルーニャ語作品が上演されるようになる。こういっ
た経緯からロメア劇場はカタルーニャ語演劇の揺りかごと呼ばれた。しかし，
揺りかごの外にこれがでるには時聞を要した。
雑誌『ラヴ、ェンス (LAvenc)J1(進歩の意)に関わる知識人や，詩人ジョア
ン・マラガイ(1860-1911)，イグレジアス，ルシニョール，グアルが掲げた文
化の革新を求めるムダルニスマ(近代主義〕というあらたな芸術理念は，世
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紀転換期にカタルーニャ主義の政治運動に接近するようになる問。アドリア・
グアル主宰の劇団インティムの創設もこの二つの流れの江かで実現した3ヘ
バルセロナでは，都市空間の変貌と文化の再生の基盤がつくられようとして
いたが，同時期，同等の発展状況にあったヨーロッパの他の都市が獲得して
いたような制度化や政治的援助をえることはなかった問。それは，経済力の
ある上流階級の人々が，自らの言語を田舎者の野暮ったいものであると偏見
を抱いていただけでなく鮒，よ~"1育操教育を受けてとなかったため叩，芸術
を育て援助しようという考えにおよばなかったからであった4九リリック劇
場を自分の敷地内に所有したアパリスト・アルヌースは例外であった。 1898
年から，閉鎖となる 1900年まで，すでに彼は亡くなっていたが，アドリア・
グアルの主宰する劇団インティムはリリックを活動拠点とすることができた
のである O アルヌース氏，そしてリリック劇場について，グアルは「前例を
みないほど不幸なまでに利他主義の模範的な方でJ，I……真の紳士の所有物
である劇場は，民衆のイニシアチブに応えてくれた」と回顧している叫。イ
ンティムは同年バルセロナ郊外にあるウルタ迷宮庭園にてゲーテ作『タウロ
イ国のイピゲネイア』を上演した。カタルーニャ内でもスペインにおいても
慕われていた詩人ジュアン・マラガイが翻訳を行い，演出はグアルが担当し
た。外国の近代的な作品にも，ロメア劇場で上演されていたカタルーニャ語
劇にも無関心であった選りすぐりの富裕層は，麗外での上演という大胆な趣
に惹かれたようだった。しかし，それはその場限りのイベントに終わってし
まい，近代的な劇作品を彼らに届けるという次のステップにはつながらなかっ
fこ。
以上のことから明らかであるのは，バルセロナ市民にとって人気のあった
のは，地元の演劇l人によるカタルーニャ語劇でも，外国作品でもなく，首都
マドリード発のサルスエラであった。 1898年， ~ラ・レボルトーサJ (エル・
ドラード劇場)は 100回以上の連続公演を成し遂げた4九ムダルニスマ主義
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者をはじめ，カタルーニャ文化の革新を探求する文化人たちは，サルスエラ
を脅威と感じていた。そして，自分たちのカタルーニャ語でそれに代わるも
のを目指そうとカタルーニャ歌劇団 CTeatreLiric Catala)を創設した。
ティボリ劇場を 1901年から 1902年の間活動拠点とするが，人々の関心を得
られずに終わった叫。
パラレル通り沿いは，先述のとおり，評判が悪かった。劇場の多くは建築
許可もなく基準を満たしていない不法な施設ばかりで，構造も貧相であった。
だが，ムダルニスマの一人と考えられているフェリプ・コルティエリャ
(1871-1937)が活躍した地区であったことは記すに値する。社会問閣安扱っ
た彼の作品はとりわけアナーキストに近い労働者階級者たちに受け入れられ
た。 1910年代になると，エスパニョール劇場(1892-1980年〉では， 19世
紀後半に活躍したギマラーやピターラ，ムダルニスマのイグレジアスやjレシ
ニョールの作品が上演されるようになった。
おわりに
19世紀後半から世紀末にかけて，不衛生で密閉された空間を作り出して
いた中世の鎧のような市壁を打ち破り，都市の拡張，そして周辺村の吸収を
経て，バルセロナは近代都市として生まれ変わった。それに伴い市民の社交・
娯楽の場である劇空間も，永代所有財産の解放を経て旧市街から新市街へと
広がり，ランプラス，グランピア，パセッチ・ダ・グラシア，カタルーニャ
広場，パラレル沿いを中心に劇場が立ち並ぶようになった。だが，純増した
のではなく，劇場による演劇活動によって都市空間の可能性がみられたとこ
ろは，次の都市開発を強いられ，閉鎖や建て壊しといった淘汰をへての蛮な
広がりである。
こうして，近代都市が形成されるなか，スペイン全体の政治・経済情勢は
不安定であった。 1868年の 9月革命でイサベル二世が失脚すると政情不安
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となり，その 5年後に発足した第一次共和制は一年しかもたなかった。 1874
年の王政復古で政情が安定すると，景気も回復した。しかし，カタルーニャ
では，第一次共和制が失敗に終わったのを気に，地域ナショナリズムの理念
を掲げたカタルーニャ主義が生まれてくる。バルセロナでは黄金熱を迎え，
建設ラッシュも進むと，労働を求めて人口流入が加速する。そして，社会階
層による住み分けが，横に進んで行く。
芝居好きのバルセロナ市民に届けられた上演ジャンルは，主にスペイン演
劇，オペラ，サルスエラ，外国の近代演劇，サーカス，曲馬，カタルーニャ
語劇であった。イタリアやドイツのオペラ鑑賞は上流階級に好まれ，サルス
エラは一般市民を虜にした。外国の近代演劇作品やカタルーニャ語劇の上演
は，職人層や一部の知識人層や一部の労働者階層には支持されたが，資本家
違の支持を得るにはいたらず，文化や芸術面での革新は大きな運動に発展し
なかった。
世紀転換期になると，映画が市民の新たな娯楽に加わった。劇場も映聞を
上映する施設や，なかには映画館に代わってしまう施設もでてきた。都市空
聞がほぼ完成したなか，劇空間はある程度定まったものの，消えていってし
まう劇場も後を絶たなかった。そのような中で，なかなか波に乗らないカタ
ルーニャ語劇は新たな脅威を前にどのように生き延びて行ったのか，その足
跡脅迫うのは次の機会とする。
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